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ステロール・トリテルペン類のTPAが誘発する炎症に対する抑制効果
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7 ICR 殻に，TPA (1 μg)のアセトン溶液 10 μlを，そ

れぞれ耳殻の内側・外側に塗布した．検体は，CHCl3溶液として TPA塗布の 30分
前に同一部位に塗布した．抑制率は，TPA 塗布の 6 時間後の腫脹をポケット・シ
ックネス・ゲージで測定し算出した．ID50などの統計処理には，GraphPad Prismを
用いた． 
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